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報 文

カナ ヘ ビにお け る食物 窒素 の総同化量

石 原 重 厚(京 都教育大学)

On the Assimilation of the Food Nitrogen in the Lizard, 

          Takydromus tachydromoides. 

   Shigeatsu ISHIHARA (Kyoto Kyoiku Univerity)

  The nitrogen assimilation of the lizard, Takydromus tachydromoides, was estimated by 

means of micro-Kjeldhl method, feed on the larvae of the fly, Lucilia illustris.

   The yearly amount of nitrogen consumption, in the case of an adult lizard, is 177.9 

mg, and the amount of nitrogen assimilation is 102.72mg, thus the efficiency of assi-

milation is 57.7%. The efficiency of assimilation in November indicates extremely 

small. This may be cased by that they are ready to the hiberation.

 食 物連 鎖 を通 して 物 質 の 移 動 を 量 的 に と らえ 研 究 す る動 きは 盛 ん に な って きた(Lawton19

70;Mason,1970;Kowal & Crossleg,1971;松 本,鈴 木,1971)。 爬 虫 類 の 食 性 につ いて は

あ る程 度 調 べ られ て い るが,こ の よ う な生 産 力 に関 す る研 究 は 少 な い(Alexander & Whit-

hord,1968)。 カ ナ ヘ ビの 食性 に 関 して はMinobe(1927)が,80個 体 の 胃 の 内 容 物 を 調 査 し,

摂 食 物 の 種 類 は クモ 類 と昆 虫 の 双 翅 目 ・鱗 翅 目 な どが 多 い こ と を述 べ て い る。 私 の 調 査 で も摂

食 量 の50%は クモ 類 で,次 に 昆 虫 の 幼 虫 と外 皮 の 柔 か い 成 虫(双 翅 目 ・直 翅 目 ・鱗 翅 目),そ

れ に環 形 動 物 の ミ ミズ で あ った。 最 近,Avery(1971)はLacerta viviparaを 材 料 と して,不

消 化 物 排 出 量 よ り消 化 率 を 指 標 に して,摂 食 量 を推 定 して い る。 私 は カ ナヘ ビ につ い て,ど れ

だ け の 食 物 を摂 食 して い るか,ま た,体 内に どれ だ け 取 り入 れ て い るか を知 るた め,飼 育 下 で

実 験 を試 み た。

材 料 と 方 法

カナヘビは京都市近郊で採集したものを用い,活 動期間中(4月 ～11月)実 験室で飼育した

飼育方法は,直 径30cm,深 さ15cmの 透明プラスチ ック円型水槽の上面に防虫金網のふたを

したものを飼育槽にした。その中に直径6cmの ペ トリ皿を1組 入れ,ふ たに餌を,他 方に水

を入れた。かくれ場を作るため植木鉢の破片を入れた。 また,排 泄物を集めるため飼育槽の底

に透明ビニールをしいた。 この中にカナヘビを一匹ずつ入れ,太 陽のよくあたる南側の窓近 く
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に 置 い た。 夏 の 非 常 に暑 い時 は 直 射 日光 を さけ る よ うに した。 餌 は年 中入 手 可 能 な サ シ ム シ

(ミ ド リキ ンバ エLucilia illustisの 幼 虫)を 使 用 した。 毎 日1回 餌 の 総 重 量 と匹 数 をか ぞ え,

摂 食 した重 量 と匹 数 を記 録 した 。 常 に餌 は あ ま る よ う に した。10日 毎 に底 に しいて あ る透 明 ビ

ニ ール を と りか え た。 ビニ ール 上 に排 泄 され た糞 を50Cに セ ッ トした定 温 器 で 乾 燥 して デ シ

ケ ー タ ー内 に保 存 した。 乾燥 排 泄 物 を1ケ 月 毎 にま とめ て ミク ロ ・ケダ ール 法(満 田 ・千 葉,

1957;中 村,1967,1971)に よ って 総 窒 素 量 を測 定 した 。 ま た,カ ナヘ ビが 摂 食 す る前 の サ シ

ム シ も乾燥 させ 総 窒 素 量 を 測 定 し,排 泄 され た 糞 の 総 窒 素 量 との 差 を求 め て,体 内 に吸 収 され

た 窒 素 総 同 化 量 と した。 す な わ ち,(窒 素 総 同化 量)=窒 素 摂 食 量)-(窒 素 不 消 化 排 出 量)と な

る。

結 果 と 論 議

野外ケージで冬眠させた個体のうち,成 体(2.5g以 上)18個 体を実験室内の飼育槽に移 し

3月 下旬より観察した。ほとんどの個体は4月 になってか らでないと捕食 しなかった。最初の

捕食時の日中の平均気温は,19.0Cで あった。 各月毎に集めた糞(不 消化排泄物)の 総窒 素

量とコントロールとして月1回 餌 となるサシムシの総窒素量を測定 した。4月 か ら冬眠に入る

11月までの測定結果を月別にまとめたのが表1で ある。 これか らわかるように摂食量が多くな

Table 1. The amount of nitrogen consumptoin and of assimilatoin in the active seasons of lizards.

2.5g<(adult)

るの は7月 で 窒 素 量 に して平 均44.83mg,4月 の3.4倍 に も達 す る。 そ の後,除 々 に滅 少 し

て10月 には4月 とほ ぼ 同 じ9.29mgに な る。11月 に 入 る とほ とん ど摂 食 しな くな る。 ま た,

摂 食 して も消 化 され ず その ま ま不 消 化 排 泄 物 と な って 排 泄 さ れ る。 摂 食 量 が 多 くなれ ば 総 同化

量 も多 くな る(図1)。 同化 率(Assimilation efficiency)を 各 月別 に み る と,11月 の 値 が極 端

に小 さ い。 これ は 生 理 的 にす で に冬 眠 状 態 には い って い る ため と 思 われ る。 この11月 の 値 をは

ぶ く と,同 化 率 の範 囲 は49.9～71.2%で,平 均59.96%で あ る。 だ か ら摂 食 した餌 の 約60%

が消 化 され て 体 内 に吸 収 され て い る こ と に な る。 各 月 の 平 均 気 温 と摂 食 量 ・総 同化 量 との 関係

を図2に 示 す 。 この 図2で み る と摂 食 量 は シ ーズ ン を通 して,や やば らつ きが あ る(r=0.898
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Fig. 1. Monthly total of N-consumption and N -assimilation 

      of lizard.

Fig. 2. Relationship between the average air temperature 

       during the daytime and amount of nitrogen con-

      sumption (dotts) and that of assimilation (crosses).

0)。 す な わ ち,非 常 に よ く摂 食 す る時 と摂 食 しな い 時 が あ る。 カ ナ ヘ ビの摂 食 に は 一 定 の リズ

ム が あ る(石 原,1971)。 総 同化 量 は摂 食 量 よ り気 温 の相 関 は高 く(r=0.9192),y'=0.06979

x-1.25052の 直 線 式 が成 立 つ 。 この 回 帰直 線 式 の 有 効範 囲 で あ るな らば,日 中 の 平 均 気 温 が

18.5C以 下 で は摂 食 して も同化 しな い こ とを 示 す。 摂 食 の 回 帰 直 線 式y=0.0945x-1.77817

で は,日 中 の 平 均 気 温 が17.5Cに な る と摂 食 しな くな る こ とを 示 す。 実 際 実 験 室 で の 飼 育 で

は18C以 下 で は摂 食 しな か った。 カ ナ ヘ ビの 体 重 に対 して の 摂 食 量 と総 同化 量 と の 関 係 は

図3の よ う にな った。 体 量2.5g以 上 の 個 体 は 成 体 で,艀 化 して3年 目以 上 の 個 体 で あ る。

1.5～2.5gの 個 体 は 亜 成 体 で 艀 化 して2年 目の 個 体,1.5g以 下 の もの は艀 化1年 目の 幼体 で
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Fig. 3. Correlation between the body weight of the 

      lizards and amount of the nitrogen consump-

      tion (dotts) and that of assimilation (crosses).

あ る(Ishihara,1971)。 本 実 験 に も ちい た 個 体 は,2.5g以 上 の成 依 で,亜 成 体 ・幼 体 は 飼 育

は した が,糞 の 回 数 が完 全 にで きず 総 同化 量 は 実 測 で き なか った。

た だ,二 ・三 の 個 体 の 摂 食 量 は 測 定 で き た。 そ こで 幼 体 か ら成 体 まで すべ て の 個 体 の 体 重 に

た いす る窒 素 摂 食 量 を プ ロ ッ トした 。 体 重(w)に た い す る窒 素 摂 食(y)は,10gy=1.5459

10gw-0.54077の 関係 式 が成 り立 つ 。 例 えば,体 重39の 個 体 が1日 に摂 食 す る窒 素 量 は1mg

とな る。 そ して 、 そ の約60%が 同 化 して い るか ら0.6mgが 総 同 化 量 とな る。 これ を シ ーズ ン

中 摂 食 した 量 か らカナ ヘ ビの 体 重1gに た いす る年 間 窒 素 摂 食 量 と成 体 で 実 測 した総 同 化 量 か

ら同 化 率 を求 め,そ の 同 化 率 か ら年 間 摂 食 量 の み わ か って い る幼 体 ・亜 成 体 ・成 体 の 年 間 総 同

化 量 を換 算 した 数 値 を 表2に 示 す。

Table 2. Yearly total amount of N-consumption and N-assimilation par 1 gram of the weihgt 

       of lizards.

摘 要

1.カ ナ ヘ ビの べ132匹 を4月 か ら11月 の 間,餌 と して サ シ ム シ(ハ エの 幼 虫)を あ たえ,実

験 室 で飼 育 して,窒 素摂 食 量 と窒 素 総 同化 量 を ミク ロ ・ケ ル ダ ー ル法 で 測 定 した。
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2.成 体1個 体 の 年 間 窒 素 摂 食 量 は 平 均177.91mg,年 間 窒 素 総 同 化 量 は 平 均102.75mgで,

同化 率 は57.7%と な っ た。11月 は 生 理 的 に冬 眠 には い って い るの で これ をの ぞ くと,同 化 率

は59.96%と な る。

3.窒 素 摂 食 量 と窒 素 総 同 化 量 とは と もに7月 が 最 大,10月 が 最 小 で,そ の 差 は 約5倍 で あ る

4.気 温 との 相 関 は 摂 食 量(r=0.8980)よ り総 同 化 量 の 方(r=0.9192)が 高 い。

5.体 重 に た いす る摂 食 量 はlog y=1.5459log w-0.54077,総 同 化 量 はlog y'=0.92754

log w-0.32446の 関係 式 が成 り立 つ 。
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